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ま
ち
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茨城県消防ポンプ操法競技大会・鹿行地区大会で準優勝した第56分団。
まなざしに自信と誇りを感じます。消防団―いざ入団となると、仕事と
の両立が難しいという先入観で見られがちです。そうしたイメージを払
拭する、新しい時代の消防団について聞きました。
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み
ん
な
が
憧
れ
る
よ
う
な
カ
ッ
コ
い
い
消

防
団
を
目
指
し
た
い
」
と
神
栖
市
消
防
団

長
の
金
本
吉
明
さ
ん
は
強
調
し
ま
す
。

　
「
昔
は
、
地
元
の
消
防
団
に
入
る
の
が

当
た
り
前
で
し
た
。
し
か
し
、
今
は
全
国

的
に
消
防
団
員
が
減
っ
て
し
ま
い
、
神
栖

市
も
例
外
で
は
な
く
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
そ
の
一
方
で
全
国
に
は
、
山
岳
地
域

で
機
動
力
を
発
揮
す
る
赤
バ
イ
ク
隊
や
、

大
勢
の
女
性
団
員
が
活
躍
す
る
消
防
団
な

ど
、
特
徴
あ
る
取
り
組
み
事
例
が
数
多
く

あ
り
ま
す
。
神
栖
市
で
も
消
防
団
員
を
確

保
す
る
た
め
、
服
装
、
装
備
、
活
動
な
ど

あ
ら
ゆ
る
面
で
魅
力
を
高
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
実
際
の
消
防
団
活
動
は
、
勤
務
時
間
中

に
出
動
を
強
制
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
ら
、
会
社
勤
め
と
両
立
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
火
災
現
場
で
は
、
消
火
は

プ
ロ
の
消
防
士
に
任
せ
、
私
た
ち
は
安
全

な
場
所
か
ら
支
援
を
担
い
、
ケ
ガ
や
事
故

昔
も
今
も
地
域
防
災
の
要

　
消
防
団
は
、
地
域
防
災
の
要
と
し
て
な

く
て
は
な
ら
な
い
存
在
。
消
防
署
に
勤
務

す
る
消
防
士
と
は
違
い
、
本
業
を
持
ち
な

が
ら
活
動
す
る
市
民
で
あ
り
、
非
常
勤
特

別
職
の
地
方
公
務
員
と
い
う
身
分
で
す
。

　
そ
の
歴
史
は
古
く
、
江
戸
時
代
に
八
代

将
軍
徳
川
吉
宗
の
命
に
よ
り
江
戸
南
町
奉

行
大
岡
越
前
守
忠
相
が
作
っ
た
町
火
消
し

「
い
ろ
は
四
八
組
」
が
始
ま
り
。
そ
の
後
、

「
消
防
組
」「
警
防
団
」
を
経
て
、
昭
和
22

年
に
「
消
防
団
」
と
な
り
ま
し
た
。

　
神
栖
市
に
は
女
性
消
防
団
員
5
人
を
含

め
、
１
０
４
９
人（
平
成
30
年
4
月
1
日

時
点
）の
消
防
団
員
が
い
ま
す
。
実
は
消

防
団
の
役
割
は
、
消
火
活
動
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
平
成
27
年
9
月
の
関
東
・
東

北
豪
雨
で
は
、
大
雨
に
よ
る
浸
水
被
害
を

防
ぐ
た
め
の
土
の
う
積
み
や
、
危
険
箇
所

の
警
戒
に
奔
走
し
ま
し
た
。

憧
れ
の
カ
ッ
コ
い
い
存
在
に

　
消
防
団
は
こ
う
し
た
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
と
分
か
っ
て
い
て
も
、
い
ざ

入
団
と
な
る
と
「
活
動
は
大
変
そ
う
だ
し
、

仕
事
と
の
両
立
は
ム
リ
」
と
い
う
先
入
観

で
見
ら
れ
が
ち
で
す
。
そ
う
し
た
イ
メ
ー

ジ
を
払
拭
し
、「
新
し
い
時
代
に
合
っ
た
、

　
災
害
発
生
時
に
い
ち
早
く
現
場
に
駆
け
つ
け
る
消
防
団
は
、

身
近
で
頼
も
し
い
存
在
。
し
か
し
、
そ
ろ
い
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
姿
を
遠
く
か
ら
見
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
普
段
ど
ん
な
活

動
を
し
て
い
る
の
か
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。今
回
は
、

消
防
団
の
活
躍
に
迫
り
ま
す
。

金本消防団長

第69回茨城県消防ポンプ操法競技大会・鹿行地区大会で準優勝した第56分団
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寄
り
の
消
防
水
利
は
ど
こ
に
あ
る
か
」「
浸

水
の
警
戒
ポ
イ
ン
ト
は
ど
こ
か
」
な
ど
、

地
元
を
知
り
尽
く
し
た
消
防
団
員
が
、
市

民
の
生
命
と
財
産
を
守
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
「
火
災
の
場
合
、
鎮
火
後
も
地
元
の
消

防
団
が
現
場
に
待
機
し
、
再
び
火
が
出
る

恐
れ
が
な
い
か
念
に
は
念
を
入
れ
て
警
戒

し
ま
す
。
私
が
神
栖
市
の
消
防
団
を
誇
り

に
思
う
の
は
、
夜
中
の
火
災
で
も
大
勢
の

消
防
団
員
が
駆
け
つ
け
る
と
こ
ろ
で
す
。

自
分
の
住
む
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
、

と
い
う
消
防
団
魂
を
感
じ
ま
す
」
と
金
本

団
長
は
胸
を
張
り
ま
す
。

が
な
く
活
動
す
る
こ
と
を
最
優
先
と
し
て

い
ま
す
。

　
消
防
団
は
時
代
に
合
わ
せ
て
変
化
し
て

い
ま
す
。
ま
ず
は
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
今

の
消
防
団
の
姿
を
正
し
く
理
解
し
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
」

災
害
時
に
地
域
密
着
で
活
躍

　
消
防
団
の
活
動
は
幅
広
く
、
大
き
く
災

害
時
と
平
時
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
災
害
時
と
は
、
火
災
、
地
震
、
台
風
や

豪
雨
に
よ
る
風
水
害
、
水
難
事
故
な
ど
。

こ
の
よ
う
な
緊
急
時
こ
そ
、
地
域
密
着
の

消
防
団
が
力
を
発
揮
し
ま
す
。「
ど
こ
に

一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
が
い
る
か
」「
最

神栖市消防団員数の推移 神栖市消防団員の
被雇用者（会社員）比率

1,200
（人）

1,132
1,104

1,079
1,049

平成
18年

平成
22年

平成
26年

平成
30年

被雇用者（会社員）
73.2％

その他
26.8％

平成30 年
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❶消火栓を確認し、ポンプ機を設置

❷消火栓と吸水管をしっかりつなぐ

❸放水して異常がないか確認❹使用したホースを乾かす

水利点検

非
常
食
の
試
食
、
講
演
会
な
ど
を
実
施
。

市
民
の
防
災
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

　
金
本
団
長
は
、
女
性
消
防
団
員
の
活
躍

に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。「
災
害
現
場

で
の
後
方
支
援
や
、
イ
ベ
ン
ト
で
の
啓
発

な
ど
、
女
性
特
有
の
優
し
さ
や
き
め
細
か

さ
を
生
か
せ
る
活
動
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
よ
り
多
く
の
女
性
の
皆
さ
ん
に
、
消

防
団
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
た
ら
、
と

考
え
て
い
ま
す
」

　
ま
た
、
消
防
出
初
式
は
消
防
団
員
の
晴

れ
舞
台
。
神
之
池
へ
の
一
斉
放
水
や
、
約

60
台
の
消
防
車
両
の
行
進
は
圧
巻
で
す
。

も
う
一
つ
、
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会

も
活
動
の
励
み
で
あ
り
、
大
き
な
目
標
と

な
る
催
し
で
す
。

ム
ー
ズ
な
連
携
の
た
め
に
も
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
は
重
要
で
す
。

　
ほ
か
に
も
、
冬
期
の
夜
警
、
地
域
行
事

の
警
戒
、
土
の
う
作
り
な
ど
消
防
団
の

活
動
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。「
花
火
大

会
の
警
戒
は
、
毎
年
地
元
の
分
団
が
担
当

し
て
い
る
と
、
そ
こ
の
消
防
団
員
は
家
族

で
花
火
を
見
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
近
隣
の
分
団
が
持
ち
回
り
で
担

当
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
数
年

前
か
ら
海
岸
清
掃
に
も
参
加
。
消
防
団
は

水
際
の
監
視
も
担
っ
て
い
る
の
で
、
日
頃
か

ら
海
岸
の
様
子
を
知
っ
て
お
く
こ
と
は
重

要
で
す
」
と
話
す
金
本
団
長
。
特
定
の
分

団
に
負
担
が
集
中
し
な
い
よ
う
配
慮
し
て

い
ま
す
。

防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
に

　
多
く
の
市
民
と
ふ
れ
あ
う
機
会
と
し
て

は
、
市
の
防
災
訓
練
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
10
月
28
日
、
神
栖
第
二
中
学
校
区
を
対

象
に
実
施
し
た
洪
水
避
難
訓
練
で
は
、
消

防
団
員
、
消
防
署
員
、
神
栖
市
婦
人
防
火

ク
ラ
ブ
な
ど
、
地
域
防
災
を
担
う
皆
さ
ん

が
集
結
。
近
隣
の
市
民
が
、
安
全
な
避
難

経
路
を
確
認
し
な
が
ら
近
く
の
避
難
場
所

へ
徒
歩
で
避
難
し
ま
し
た
。
平
泉
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
応
急
手
当
訓
練
、

土
の
う
作
り
体
験
、
防
災
グ
ッ
ズ
の
展
示
、

日
頃
か
ら
地
道
に
備
え
る

　
平
時
の
活
動
で
、
地
味
だ
け
れ
ど
重
要

な
も
の
と
し
て
毎
月
の
水
利
点
検
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
火
災
発
生
時
に
消

火
栓
か
ら
水
が
供
給
さ
れ
る
か
ど
う
か
確

認
す
る
も
の
で
、
消
火
栓
に
ホ
ー
ス
を
つ

な
い
で
実
際
に
放
水
し
て
み
ま
す
。
こ
の

水
利
点
検
は
、
機
器
の
扱
い
に
習
熟
す
る

た
め
の
大
切
な
訓
練
の
機
会
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
同
時
に
消
防
車
の
装
備
の
点
検

や
掃
除
も
行
な
い
、
い
ざ
と
い
う
時
の
出

動
に
備
え
ま
す
。

　
規
律
礼
式
な
ど
を
身
に
付
け
る
総
合
統

一
訓
練
は
、
い
つ
も
は
個
別
に
活
動
し
て

い
る
各
分
団
が
集
ま
り
、
交
流
を
図
る
貴

重
な
機
会
。
災
害
時
に
は
隣
接
す
る
分
団

が
協
力
し
て
活
動
す
る
こ
と
も
多
く
、
ス 規律礼式の訓練

放水時の機器操作
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洪水避難訓練

土のう作り体験

消防団の衣装を着てハイ、ポーズ！ AEDを使った応急手当訓練保存食のアルファ米と豚汁を試食

防災グッズの紹介

交
流
と
協
力
で
防
災
力
ア
ッ
プ

　
こ
の
と
こ
ろ
日
本
各
地
で
、
広
範
囲
に

被
害
を
も
た
ら
す
大
規
模
な
自
然
災
害
が

相
次
い
で
い
ま
す
。
神
栖
市
消
防
団
も
、

大
規
模
災
害
に
備
え
て
広
域
で
の
活
動
が

ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
と
金
本
団
長
は
考

え
て
い
ま
す
。

　
「
い
つ
ま
た
、
千
年
に
一
度
の
大
規
模

災
害
が
発
生
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
予

測
で
き
な
い
か
ら
こ
そ
、
日
頃
の
備
え
が

重
要
で
す
。
茨
城
県
消
防
協
会
で
は
、
例

え
ば
水
戸
で
発
生
し
た
災
害
に
神
栖
か
ら

駆
け
つ
け
る
と
い
う
よ
う
に
、
広
域
連
携

の
体
制
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
茨
城
県
消
防
協
会
鹿
行
支

部（
神
栖
市
・
鹿
嶋
市
・
潮
来
市
・
鉾
田

市
・
行
方
市
）の
各
団
長
は
以
前
か
ら
親

睦
を
深
め
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
消
防

団
員
同
士
が
交
流
す
る
機
会
を
増
や
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
来
年
は
、
第
70
回
茨
城
県
消
防
ポ
ン
プ

操
法
競
技
大
会
・
鹿
行
地
区
大
会
が
神
栖

市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
各
市
を
代
表
す
る

精
鋭
た
ち
が
集
ま
り
、
規
律
の
徹
底
、
キ

ビ
キ
ビ
し
た
動
作
、
素
早
く
確
実
な
放
水

な
ど
を
競
い
合
い
ま
す
。
地
元
開
催
と

あ
っ
て
、
消
防
団
員
の
士
気
も
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
訓
練
の
成
果
を
間
近
で
見
る
絶

好
の
チ
ャ
ン
ス
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
大
き
な

声
援
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
災
害
に
強
い
ま
ち
を
つ
く
る
に
は
、
地

域
住
民
の
絆
と
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

「
今
後
も
多
く
の
市
民
に
、
消
防
団
活
動

に
目
を
向
け
て
も
ら
え
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
ま
す
。
市
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る

た
め
、
一
緒
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
！
」
と
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
も
熱
が
こ
も
り
ま
す
。
興

味
の
あ
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市民から頼りにされるよろこび
　幼い頃から消防士に憧れていたので、消防団に入ることは私に
とって自然な流れでした。「地区のためになるから」と両親も賛成
し、協力してくれています。また、勤務中は消防団からの急な呼
び出しはなく、仕事と無理なく両立できています。
　活動で一番印象に残っているのは、今年の10月13日に出場した
消防ポンプ操法競技大会・鹿行地区大会。出場に備え2カ月前から、
仕事後の夕方2時間、一日おきに練習。最初は大変だなと感じまし
たが、基本動作や器具操作が上達するにつれて面白くなり、団結
力も強くなりました。大会当日は、緊張しながらも練習の成果を
発揮し、敢闘賞を受賞。貴重な経験ができました。
　消防団員としてうれしいのは、地域の皆さんが「頑張ってくれよ」
「よろしく頼むぞ」など励ましの言葉をかけてくれること。「いざと
いう時に自分たちも手伝えるよう、教えてくれないか」と申し出て
くれたこともあり、感激しました。
　14分団の仲間は、「自分たちが先頭に立って地域を守る」という
使命感を持って活動しています。今では消防団活動は自分にとっ
て完全に生活の一部。今後も、自分がやれる限り活動し続けます。

分団長インタビュー

第14分団長（居切）　菅谷 裕司さん
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